投稿規定
「血液診療」- Osaka Hematology Report
（平成14年10月1日制定）
1.　論文の内容：臨床血液学に関するもので、他誌に未発表のもの。

2.　投稿原稿種類：総説、症例報告（和文）とする。

3.　原稿送付：オリジナル原稿（コピー不要）とディスクを血液病態診断学教授室まで郵送すること。

〒545-8585　大阪府大阪市阿倍野区旭町1-4-3


大阪市立大学大学院医学研究科血液病態診断学教授室


TEL 06-6645-3881


FAX 06-6645-3880

4.　原稿の書き方

1）論文の長さ：総説は原稿枚数25枚以内（図表を含める、和文抄録は不要）、症例報告は原稿枚数8枚（和文抄録、文献は含めない）、図表5枚以内とする。

2）表紙：論文表題、著者名、勤務先を記載する。症例報告の表題は「〜の1例」は不可とする。

キーワードを4個以内つける。日本語（英語）例：幹細胞（stem cell）。

3）和文抄録（症例報告のみ）：400字以内とする。

4）本文：原稿はA4版白用紙を使用。日本語ワープロ横書きで、行間と字間を広くとって23字 x 18行に印字する。学術用語は「日本内科学会編：内科学用語集の最新版」に準拠することとし、日本語が一般化している地名、用語は外国語の使用はさける。ただし人名は原語を用いる。

5）引用文献：総説30編、症例報告15編までとする。本文に引用した順序に番号を付け、配列する。
【原著】

著者名: 論文題名.  雑誌名 巻: 頁〜頁, 西暦年号（著者が3名以上の場合は筆頭者のみ記し、共著者名は省略して“ほか”、英文の場合“et al.”とする）

例:1） Slavin S, et al.: Non-myeloablative stem cell transplantation and cell therapy as an alternative to conventional bone marrow transplantation with lethal cytoreduction for the treatment of malignant and nonmalignant hematologic diseases.  Blood 91: 756~763, 1998

Supplement（補冊）はSuppl.または補冊と記入する。

【著書】

著者名: 題名.  監修者名（編者名）.  書名, 版, 頁〜頁, 発行所, 発行地, 西暦年号

例:2） 小島理絵, 上　昌弘: 第2章末梢血幹細胞移植.  3. 末梢血幹細胞を用いたミニ移植（固形腫瘍）.  原　宏監修.  造血細胞移植とその実際手技, 1版, pp 45~51, 臨床病理刊行会, 東京, 2002
6）図表：簡潔明快に内容が本文と重複するのを避ける。図表は引用順にそれぞれ番号を付け、挿入箇所は本文中および欄外に明記する。

5.　論文の採否：編集委員の審査により決定する。審査の結果、訂正を求められた場合は編集委員の意見に従い、修正の上、再投稿する。

6.　附記：編集の都合上、本文・表は可能な限りMS WORDを使用。図についてはApple Works、Claris Worksなどドロー系のapplicationを使用のこと（application名を明記）。写真はapplicationに貼らずにオリジナルを送付。
